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明
治
三
十
七
・
八
年
戦
役
と
い
わ
れ
た

日
露
戦
争
は
、
世
界
史
的
に
見
て
も
様
々

な
画
期
的
な
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

両
軍
と
も
に
完
成
さ
れ
た
連
発
式
小
銃
、

機
関
銃
、
速
射
野
砲
を
使
い
ま
す
。
そ
れ

は
歴
史
上
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。
次
に

野
戦
築
城
技
術
も
発
達
し
ま
す
。
永
久
構

築
に
も
似
た
堅
固
な
塹
壕
や
、
掩
蓋
を
も
っ

た
機
関
銃
陣
地
な
ど
で
す
。
機
関
銃
は
両

軍
と
も
に
用
い
ら
れ
、
そ
れ
ま
で
の
防
禦

的
用
法
だ
け
で
な
く
、
攻
撃
時
の
支
援
に

も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
野
戦

に
も
要
塞
に
据
え
ら
れ
て
い
た
大
型
重
砲

が
投
入
さ
れ
、
そ
れ
は
日
本
軍
が
世
界
で

初
め
て
行
っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
両
軍

と
も
に
本
土
か
ら
遠
く
離
れ
た
自
国
領
で

は
な
い
戦
場
に
兵
站
補
給
を
続
け
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
は
大
陸
を
鉄
道
で
横
断
し
、
わ
が

国
は
船
舶
で
海
を
越
え
て
他
国
の
戦
場
に

人
員
・
物
資
の
補
給
を
行
っ
た
の
で
す
。

　

10
年
前
の
日
清
戦
争
は
常
備
7
個
師
団

を
基
幹
に
し
て
戦
い
を
始
め
ま
し
た
。
戦

後
1
8
9
6
（
明
治
29
）
年
に
第
7
〜
第

12
師
団
の
6
個
師
団
、
騎
兵
2
個
旅
団
、

砲
兵
2
個
旅
団
、
台
湾
に
混
成
3
個
旅
団

を
増
設
す
る
計
画
を
定
め
ま
す
。
同
時
に

師
団
の
平
時
編
制
を
改
正
し
ま
す
。
野
戦

砲
兵
聯
隊
は
、
野
砲
兵
聯
隊
と
山
砲
兵
聯

隊
に
区
分
さ
れ
、
各
隊
と
も
定
員
が
増
え

て
、
師
団
の
平
時
編
制
は
約
1
万
名
（
以

前
は
9
1
9
9
名
）
に
拡
充
し
ま
す
。

　

ま
た
戦
時
中
に
は
野
戦
師
団
4
（
第
13

〜
第
16
）、
後
備
師
団
2
、
後
備
歩
兵
旅

団
10
、
独
立
重
砲
兵
旅
団
1
な
ど
が
増
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

日
露
戦
争
の
戦
地
勤
務
軍
人
数
は
94
万 

5
3
9
4
名
で
し
た
。
将
校
約
2
万
2
0 

0
0
、
准
士
官
同
5
0
0
0
、
下
士
同
7 

万
6
0
0
0
、
兵
卒
同
84
万
3
0
0
0

で
す
。
内
地
勤
務
者
は
約
14
万
4
0
0
0

名
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。
留
守
部
隊
や
兵
站
、

要
塞
な
ど
に
勤
務
し
た
人
た
ち
で
す
。

■
日
清
戦
争
と
比
べ
て

　

満
17
歳
〜
40
歳
の
男
子
人
口
は
、
日
清

戦
争
か
ら
の
ほ
ぼ
10
年
間
で
約
7
5
5
万

名
か
ら
同
8
4
3
万
名
と
同
1
・
12
倍
に

増
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
の
動
員
兵

力
は
、
戦
地
・
内
地
勤
務
を
合
わ
せ
て
、

将
校
同
相
当
官
で
は
約
2
万
6
0
0
0
名

と
日
清
戦
争
時
の
3
・
86
倍
に
、
准
士
官

下
士
卒
は
同
じ
く
4
・
55
倍
に
な
り
ま
す
。

出
征
兵
力
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
将
校
同

相
当
官
の
数
は
約
2
万
2
0
0
0
名
で
同

4
・
23
倍
、
准
士
官
下
士
卒
も
兵
科
・
各

部
合
計
同
92
万
4
0
0
0
名
の
同
5
・
47

倍
を
数
え
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
日
清
戦
争
で
は
兵
役
年
齢

人
口
1
0
0
0
名
あ
た
り
31
名
が
動
員
さ

れ
ま
し
た
が
、
日
露
戦
争
で
は
お
よ
そ
4

倍
の
1
2
6
名
に
な
り
ま
し
た
。
働
き
盛

り
世
代
の
男
子
8
名
の
う
ち
1
名
が
従
軍

し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
清
戦
争
の
死
亡
者
は
2
万
1
5
9
名

（
民
間
人
の
輸
送
従
事
者
な
ど
を
含
む
）

で
し
た
。
う
ち
軍
人
・
軍
属
は
1
万
3
4 

8
8
名
で
す
が
、
戦
闘
・
戦
傷
死
者
は
1 

4
1
7
名
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
戦
没
者
の
大

部
分
は
病
死
者
で
し
た
。
死
亡
患
者
の
多

い
病
気
が
コ
レ
ラ
、
脚
気
、
赤
痢
、
急
性

胃
腸
カ
タ
ル
（
胃
腸
炎
の
こ
と
、
ウ
ィ
ル

ス
や
細
菌
の
感
染
や
ス
ト
レ
ス
で
起
こ
る
）、

腸
チ
フ
ス
、
マ
ラ
リ
ア
の
順
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
日
露
戦
争
で
は
軍
人

だ
け
で
も
死
者
は
8
万
2
2
5
2
名
に
な

り
ま
し
た
。
お
よ
そ
6
倍
に
も
の
ぼ
り
ま

す
。
中
で
も
驚
く
べ
き
は
将
校
同
相
当
官

の
死
者
数
で
す
。
日
清
戦
争
の
約
10
・
3

倍
に
あ
た
る
2
2
3
9
名
に
も
な
り
ま
し

た
。
同
じ
よ
う
に
准
士
官
・
下
士
に
も
大

き
な
損
害
が
あ
っ
た
の
で
、
戦
争
末
期
に

な
る
と
幹
部
の
不
足
が
重
大
問
題
に
な
っ

た
の
で
し
た
。

■
創
種
か
ら
見
ら
れ
る
特
徴

　

戦
闘
死
傷
者
の
総
数
は
20
万
46
名
で
し

た
。
准
士
官
以
上
の
戦
死
1
7
6
4
名
、

負
傷
5
3
1
0
名
に
及
び
合
計
で
7
0 

7
4
名
、
下
士
以
下
は
戦
死
4
万
4
6
5 

9
名
、
負
傷
14
万
8
3
1
3
名
と
な
り
、

戦
死
4
万
6
4
2
3
名
、
負
傷
15
万
3
6 

2
3
名
と
な
り
ま
す
（『
軍
醫
学
校
五
十

年
史
』）。

　

こ
の
死
傷
の
元
と
な
っ
た
創
種
は
、
多

い
割
合
順
に
銃
創
79
・
7
％
、
砲
創
16
・

9
％
、
爆
傷
2
・
5
％
、
白
兵
創
0
・
9
％

と
前
掲
書
に
載
っ
て
い
ま
す
。
銃
創
と
い

う
の
は
主
に
小
銃
弾
、
機
関
銃
弾
で
、
砲

創
は
榴
霰
弾
と
榴
弾
に
よ
る
も
の
が
多
く
、

爆
傷
と
い
う
の
は
地
雷
や
爆
薬
、
手
榴
弾

な
ど
に
よ
る
も
の
、
白
兵
創
は
刀
剣
、
銃
剣
、

ス
コ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
銃
創
が
8
割
に
も
及
ぶ
戦
闘
と
は
、

そ
れ
ま
で
の
常
識
を
超
え
る
も
の
で
し
た
。

19
世
紀
に
起
き
た
戦
争
の
統
計
に
よ
る
と
、

小
銃
の
精
度
が
上
が
る
に
つ
れ
て
戦
場
で

の
決
着
が
早
く
な
り
、
損
害
の
多
く
は
敗

者
側
の
将
兵
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
各
国

の
歩
兵
操
典
に
も
そ
の
考
え
方
が
採
ら
れ
、

距
離
が
2
0
0
㍍
か
ら
3
0
0
㍍
を
決
戦

射
撃
距
離
と
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。

陸
軍
史
の
窓
か
ら
（
第
22
回
）

陸
軍
衛
生
制
度
史（
中
段
の
下
）

　

戦
う
近
代
日
本
と
陸
軍
衛
生
部

荒
木　

肇
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と
こ
ろ
が
、こ
の
日
露
戦
争
で
は「
2
0 

0
㍍
く
ら
い
の
射
撃
で
圧
倒
す
れ
ば
、
ロ

シ
ア
兵
は
意
気
阻
喪
し
、
退
却
す
る
だ
ろ

う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
が
、
地
に
根
を

生
や
し
た
よ
う
な
敵
は
逃
げ
な
か
っ
た
」

と
い
う
偕
行
社
記
事
に
あ
る
日
露
戦
争
を

回
顧
す
る
わ
が
歩
兵
将
校
の
言
葉
の
よ
う

に
、
事
実
は
ま
っ
た
く
予
想
を
裏
切
り
ま

し
た
。
最
大
射
程
2
0
0
0
㍍
に
も
な
る

両
軍
の
小
銃
は
手
動
装
装
塡
な
が
ら
も
発

射
速
度
も
高
く
、
濃
密
な
火
網
を
創
り
だ

し
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
距
離
4
0
0
㍍

の
有
効
射
界
以
下
で
最
も
威
力
を
発
揮
し

た
の
が
機
関
銃
で
す
。
両
軍
と
も
に
射
撃

戦
で
の
損
害
も
顧
み
ず
、
な
お
も
戦
闘
を

継
続
し
、
突
撃
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
い
で
に
司
馬
遼
太
郎
氏
の
著
作
な
ど

で
生
ま
れ
た
大
き
な
誤
解
、
日
本
軍
は
機

関
銃
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
神
話

を
否
定
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
事
実
は
戦

中
に
ロ
シ
ア
軍
が
使
っ
た
機
関
銃
の
数
は

決
し
て
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
南

山
の
戦
闘
で
も
10
対
48
、
旅
順
総
攻
撃
第

1
回
は
43
対
48
、
同
第
3
回
で
は
34
対

80
、
黒
溝
台
戦
は
0
対
12
、
奉
天
会
戦
で

も
56
対
2
6
8
と
い
ず
れ
も
銃
数
で
わ
が

軍
が
圧
倒
し
て
い
ま
す
。

　

問
題
は
空
冷
ホ
チ
キ
ス
式
の
わ
が
軍
機

関
銃
が
水
冷
ビ
ッ
カ
ー
ス
式
の
ロ
シ
ア
軍

機
関
銃
よ
り
構
造
上
の
弱
点
が
あ
り
故
障

が
多
か
っ
た
こ
と
、
戦
争
初
期
に
は
野
外

で
の
暴
露
型
陣
地
が
敵
砲
兵
に
ア
ウ
ト
レ

ン
ジ
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
要
塞
戦
で
は
当
然
の
よ
う
に
砲

創
、
砲
弾
破
片
創
の
割
合
が
増
え
ま
し
た
。

そ
の
正
確
な
紹
介
は
紙
幅
の
関
係
で
割
愛

し
ま
す
が
、
の
ち
の
1
9
1
4
年
の
世
界

大
戦
で
は
、
日
露
戦
争
の
経
過
と
そ
っ
く

り
な
、
銃
創
が
減
り
、
砲
創
が
増
え
て
く

る
と
い
う
受
傷
原
因
の
変
化
が
起
き
ま
す
。

■
創
種
に
よ
る
死
亡
率

　

死
傷
者
の
総
数
の
う
ち
、
骨
盤
部
と
上

下
肢
の
傷
を
除
い
て
は
銃
創
に
よ
る
死
亡

率
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
戦
闘
死
者
の
4
割
と
、
銃
創
に
よ

る
死
者
の
39
・
2
％
が
頭
部
を
撃
た
れ
た

結
果
で
す
。
死
者
で
は
受
傷
部
が
頭
部
、

胸
部
、
腹
部
の
順
に
な
り
ま
す
が
、
死
亡

率
で
は
頭
部
、
腹
部
、
頸
部
、
胸
部
の
順

に
な
り
ま
し
た
。
死
傷
者
総
数
の
中
で
腹

部
の
受
傷
比
率
は
少
な
い
の
で
す
が
、
死

亡
率
は
大
変
高
い
も
の
で
し
た
。

　

お
そ
ら
く
腹
部
銃
創
が
化
膿
し
や
す

く
、
し
か
も
抗
生
物
質
が
発
見
以
前
の
当

時
で
は
、
腹
部
の
化
膿
創
へ
の
治
療
法
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
で
し
ょ
う
。

■
日
露
戦
争
衛
生
部
の
編
成

　

動
員
さ
れ
た
師
団
に
は
戦
時
に
特
設
さ

れ
た
「
衛
生
隊
」
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

人
員
は
1
9
0
4
（
明
治
37
）
年
4
月
に

動
員
が
下
令
さ
れ
た
第
11
師
団
の
数
字
を

挙
げ
て
み
ま
す
。
歩
・
騎
・
砲
・
工
兵
科

い
ず
れ
か
の
5
名
の
兵
科
将
校
、
同
じ
く

下
士
23
名
、
兵
卒
3
4
8
名
の
合
計
3
7 

6
名
と
輜
重
兵
科
下
士
1
名
と
兵
卒
3
名
、

そ
れ
に
輜
重
輸
卒
44
名
と
い
う
合
計
4
2 

4
名
の
兵
科
将
校
下
士
兵
卒
と
、
11
名
の

軍
医
、
14
名
の
看
護
長
（
衛
生
部
下
士
）、

26
名
の
看
護
手
、
従
卒
・
馬
卒
12
名
の
合

計
4
8
7
名
の
部
隊
に
な
り
ま
す
。
衛
生

隊
に
は
傷
者
輸
送
の
た
め
の
担
架
中
隊
が

あ
り
ま
し
た
。
同
師
団
は
定
員
2
万
1
0 

6
名
に
な
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
衛
生
隊

は
全
体
の
約
2

・

4
％
を
占
め
る
部
隊
で

し
た
。

　

こ
の
他
に
野
戦
病
院
が
あ
り
ま
す
。
4

個
の
合
計
で
兵
科
兵
卒
24
名
と
、
輜
重
兵

下
士
4
、
輜
重
上
等
兵
・
1
等
卒
が
8
名
、

輜
重
輸
卒
1
2
3
名
の
合
計
1
3
5
名

と
、
軍
医
32
名
、
看
護
長
35
名
、
看
護
手

1
6
0
名
、
従
卒
・
馬
卒
20
名
の
合
計
2 

4
7
名
で
す
。
合
わ
せ
て
4
0
6
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
野
戦
衛
生
機

関
と
総
称
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
加
え
て
各
兵
站
に
も
衛
生
部
員

が
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
衛
生
予
備
員
と
患

者
輸
送
部
で
す
。
名
称
か
ら
は
分
か
り
に

く
い
の
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
部
隊
で
し
た
。

衛
生
予
備
員
と
は
軍
医
、
薬
剤
官
合
わ
せ

て
17
名
に
看
護
長
・
調
剤
手
36
名
、
看
護

手
90
名
に
輜
重
兵
1
名
、
輸
卒
11
名
、
従

卒
・
馬
卒
6
名
が
所
属
し
ま
し
た
。
野
戦

第 7師団野戦病院

第 6師団衛生隊での応急治療
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病
院
を
引
き
継
ぎ
、
ま
た
は
そ
の
後
方
に

定
立
病
院
を
開
設
し
ま
す
。
患
者
集
合
所

や
同
診
療
所
を
開
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

兵
站
病
院
は
定
立
病
院
の
患
者
を
引
き
継

ぎ
、
そ
の
後
方
に
置
か
れ
ま
し
た
。

　

患
者
輸
送
部
は
兵
科
将
校
ま
た
は
同
准

士
官
1
名
を
指
揮
官
に
、
輜
重
輸
卒
2
名
、

軍
医
3
名
、
看
護
長
4
名
に
看
護
手
8
名
、

従
卒
・
馬
卒
が
3
名
の
合
計
21
名
で
す
。

主
に
野
戦
病
院
と
定
立
病
院
の
間
の
患
者

輸
送
に
従
い
ま
し
た
。
患
者
集
合
所
や
患

者
宿
泊
所
を
設
け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

以
上
を
兵
站
衛
生
機
関
と
い
い
、
各
軍
の

兵
站
軍
医
部
長
（
軍
医
大
佐
級
）
が
指
揮

監
督
し
ま
し
た
。

■
戦
場
で
の
活
躍
『
陸
軍
軍
醫
学
校
五
十

年
史
』
か
ら

　

戦
闘
間
の
負
傷
者
の
収
容
は
主
と
し
て

衛
生
隊
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
戦
闘
隊
附
衛
生
部
員
ハ
所
属
隊
ノ
直
後

ニ
於
テ
傷
者
ノ
救
急
処
置
ヲ
施
シ
、
自
ラ

後
退
シ
得
ザ
ル
傷
者
ヲ
庇
護
シ
以
テ
衛
生

隊
ノ
収
容
ヲ
待
タ
シ
ム
ル
本
義
ト
ス
ル

モ
・
・
・
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
歩
兵

隊
で
は
大
隊
附
高
級
軍
医
が
先
ず「
假（
仮
）

繃
帯
所
」
を
設
定
し
て
戦
場
の
傷
者
を
収

容
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
あ
ま
り
に
戦
闘
が

激
し
く
傷
者
の
数
が
多
く
な
り
、
衛
生
隊

の
到
着
が
待
て
な
か
っ
た
か
ら
で
し
た
。

　

歩
兵
の
1
個
大
隊
（
4
個
中
隊
・
約
8 

0
0
名
）
に
は
12
か
ら
15
名
ほ
ど
の
「
補

助
擔
（
担
）
架
卒
」
が
い
ま
し
た
が
、
こ

の
補
助
擔
架
卒
は
衛
生
部
員
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
本
来
は
戦
列
中
の
戦
闘
兵
で
し
た
。

現
役
兵
の
う
ち
各
中
隊
で
毎
年
1
名
ず
つ

が
指
名
さ
れ
て
短
い
教
育
を
受
け
て
い
ま

し
た
。

　

仮
繃
帯
所
の
開
設
が
決
ま
っ
て
か
ら
大

隊
附
高
級
軍
医
（
大
尉
級
）
の
請
求
が
あ

り
、
そ
れ
を
大
隊
長
が
認
め
て
中
隊
長
が

掌
握
下
を
離
れ
る
こ
と
を
命
じ
、
軍
医
の

指
揮
下
に
入
る
べ
き
も
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
、
激
し
い
戦
闘
の
お
か
げ
で
、
そ
う
し

た
手
続
き
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
衛

生
隊
が
到
着
後
も
、
仮
繃
帯
所
の
高
級
軍

医
が
補
助
擔
架
卒
を
手
放
さ
な
か
っ
た
の

で
す
。
し
か
も
、
戦
闘
の
前
か
ら
、
つ
ま

り
仮
繃
帯
所
の
設
定
前
か
ら
高
級
軍
医
が

補
助
擔
架
卒
を
指
揮
下
に
入
れ
る
こ
と
が

慣
例
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。

　

假
繃
帯
所
の
高
級
軍
医
は
看
護
長
と
看

護
手
（
上
等
兵
級
）
の
半
数
を
指
揮
し
ま

し
た
。
下
級
軍
医
（
中
・
少
尉
級
）
は
假

繃
帯
所
と
戦
線
の
間
で
残
り
半
分
の
衛
生

部
員
を
指
揮
し
、
前
方
に
出
た
看
護
手
と

補
助
擔
架
卒
を
指
揮
し
ま
す
。
看
護
手
の

一
部
は
假
繃
帯
所
に
い
た
た
め
に
、
中
隊

の
中
に
は
看
護
手
不
在
の
不
公
平
を
訴
え

る
声
も
出
ま
し
た
。

　

騎
兵
隊
で
は
徒
歩
戦
で
は
歩
兵
と
同
じ

よ
う
に
傷
者
を
収
容
し
ま
す
。
ふ
つ
う
は

擔
架
を
急
ご
し
ら
え
し
、
あ
る
い
は
民
間

の
車
輌
を
使
っ
て
假
繃
帯
所
に
送
り
ま
し

た
。
乗
馬
戦
で
も
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
砲
兵

隊
の
傷
者
は
放
列
線
（
砲
車
が
並
ん
で
い

る
）
の
後
方
に
移
し
て
中
隊
段
列
附
近
の

救
護
地
に
集
め
、
衛
生
隊
を
待
ち
ま
し
た
。

工
兵
隊
は
歩
兵
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

戦
地
、
内
地
部
隊
に
あ
っ
て
衛
生
勤
務

に
つ
い
た
衛
生
部
員
と
衛
生
員
（
軍
属
）

は
4
万
5
9
7
4
名
で
し
た
。
そ
の
う
ち

軍
医
と
医
師
（
軍
属
）
は
5
3
1
6
名
、

薬
剤
官
と
薬
剤
師
（
軍
属
）
は
8
2
2
人

で
す
。
そ
の
戦
死
、
病
死
者
は
衛
生
部
員

が
9
7
2
名
、赤
十
字
社
救
護
団
員
98
名
、

幇
助
員
1
名
と
あ
り
ま
す
。

■
戦
時
兵
食
1
日
精
米
6
合

　

戦
役
衛
生
史
の
中
の
『
戦
地
衛
生
概
況
』

に
よ
る
と
、
患
者
数
は
急
性
胃
腸
加
答
兒

（
カ
タ
ル
）
16
万
7
7
6
7
名
、
次
に
脚

気
が
16
万
1
9
5
4
名
、
第
3
位
に
は
腸

窒
扶
斯
（
チ
フ
ス
）
2
万
4
2
6
0
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。
続
い
て
流
行
性
感
冒
が

第 3師団野戦病院急造担架

戦列兵たる小銃を背負う補助担架卒

歩兵第21聯隊（濱田）の仮繃帯所
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約
2
万
4
0
0
0
名
、
マ
ラ
リ
ア
が
同
1 

万
3
0
0
0
名
で
し
た
。
赤
痢
、
胸
膜
炎

な
ど
も
そ
れ
ぞ
れ
1
万
名
近
く
発
生
し
て

い
ま
し
た
。

　

脚
気
の
病
因
は
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
不
足

で
あ
る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
の

は
1
9
2
3
（
大
正
12
）
年
の
こ
と
で
し

た
。
20
世
紀
初
め
の
日
露
戦
争
中
に
は
、

伝
染
病
説
や
環
境
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
た
だ
し
、
江
戸
時
代
か
ら
漢
方
医

学
で
は
麦
食
が
脚
気
を
防
ぎ
、
治
療
効
果

も
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い
た
の
で

す
。
そ
れ
は
「
江
戸
わ
ず
ら
い
、
大
坂
わ

ず
ら
い
」
と
言
わ
れ
た
よ
う
に
、
白
米
だ

け
を
常
食
と
す
る
大
都
会
で
発
生
し
、
患

者
が
帰
郷
し
て
麦
食
や
雑
穀
を
食
べ
る
と

脚
気
が
治
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
か
ら

で
し
た
。

　

し
か
し
、
大
本
営
が
決
め
た
戦
時
兵
食

は
依
然
と
し
て
1
日
白
米
6
合
（
約
9
1 

0
㌘
）
で
し
た
。
炊
飯
す
る
と
約
2

・

4

倍
、
ざ
っ
と
2
2
0
0
㌘
と
な
り
、
茶
碗

で
13
杯
分
に
な
り
ま
す
。
朝
4
杯
、
昼
5

杯
、
夜
に
4
杯
を
食
べ
る
と
い
う
勘
定
で

す
。
も
っ
と
も
当
時
の
人
の
中
に
は
1
升

（
約
3
6
0
0
㌘
）
を
食
べ
る
人
も
い
た

そ
う
で
す
か
ら
現
代
人
か
ら
は
考
え
に
く

い
で
す
。

　

当
時
の
陸
軍
大
臣
は
麦
飯
推
奨
派
の
寺

内
正
毅
で
し
た
。
自
身
が
長
年
の
脚
気
症

状
が
麦
食
の
お
か
げ
で
快
癒
し
た
経
験
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
高
級
軍
医
の
間
で

も
麦
食
採
用
の
声
も
多
く
上
が
っ
て
い
た

の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
、
結
局
そ
れ
は

実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
に
は
「
陸
軍
の
頑
迷
な
非
科
学
的

な
体
質
」
や
「
森
鷗
外
を
始
め
と
す
る
麦

飯
不
採
用
論
者
の
面
子
を
守
っ
た
」
な
ど

と
い
う
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
非
難
を
す

る
後
世
の
識
者
た
ち
が
気
付
か
な
い
理
由

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
と
い
う
の
は
当
時
の
庶
民
の
食
生

活
で
す
。
詳
し
い
数
字
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

白
米
を
常
食
に
し
て
い
た
の
は
お
そ
ら
く

全
人
口
の
6
％
ほ
ど
で
し
か
な
く
、
麦
飯

や
米
麦
に
雑
穀
（
ヒ
エ
や
ア
ワ
な
ど
）
を

混
ぜ
て
食
べ
る
の
が
普
通
で
し
た
。
だ
か

ら
白
米
食
は
高
尚
で
あ
り
、
麦
は
卑
し
い

食
べ
物
だ
と
い
う
常
識
が
あ
り
ま
し
た
。

監
獄
の
飯
は
麦
で
し
た
。
お
か
げ
で
囚
人

た
ち
に
は
脚
気
が
発
生
し
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
気
付
い
た
軍
医
は
明
治
初
期
か
ら
多
く

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
健
康
に
い
い
か

ら
と
兵
食
を
「
銀
シ
ャ
リ
」
か
ら
「
麦
飯
」

に
変
え
る
こ
と
に
は
、
多
く
の
軍
人
か
ら

も
反
発
を
受
け
た
の
で
す
。

　

し
か
も
戦
時
の
こ
と
、
将
兵
の
多
く
は

戦
場
に
い
ま
す
。
明
日
の
命
も
知
れ
な
い

環
境
に
い
て
「
健
康
に
い
い
か
ら
麦
を
食

え
」
と
は
と
て
も
部
下
に
言
え
ま
せ
ん
。

せ
め
て
腹
い
っ
ぱ
い
白
米
を
食
べ
て
元
気

を
出
し
て
欲
し
い
と
い
う
の
が
指
揮
官
達

の
本
音
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

■
脚
気
の
惨
害

　

戦
地
で
入
院
し
た
患
者
数
は
25
万
1
1 

8
5
人
で
し
た
。
う
ち
脚
気
が
11
万
7
5 

1
人
で
す
か
ら
な
ん
と
44
％
に
も
な
り
ま

し
た
。
部
隊
に
と
ど
ま
り
加
療
さ
れ
た
患

者
は
概
数
で
14
万
9
3
1
人
と
あ
り
ま
す

か
ら
合
計
で
25
万
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　
『
陸
軍
衛
生
史
』
で
は
死
者
は
5
7
1 

1
人
と
記
載
し
て
い
ま
す
が
、『
医
海
時

報
』
と
い
う
医
学
関
係
雑
誌
は
2
万
7
8 

0
0
余
名
と
い
う
死
亡
者
数
を
挙
げ
て
陸

軍
を
非
難
し
ま
し
た
。
こ
の
数
は
『
陸
軍

衛
生
史
』
に
よ
る
事
故
死
2
万
1
7
1
5

人
を
合
わ
せ
た
数
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
脚
気
衝
心
（
心
臓
麻
痺
）
に
よ

る
突
然
死
を
事
故
死
に
し
た
の
で
は
な
い

か
と
推
測
す
る
研
究
者
も
お
り
ま
す
（
山

下
政
三
東
大
名
誉
教
授
）。
日
清
戦
争
の

脚
気
患
者
は
4
万
人
、
死
亡
者
4
0
0
0

人
で
し
た
。
そ
れ
と
比
べ
て
も
大
変
な
数

で
す
。「（
脚
気
は
）
総
入
院
患
者
ノ
四
分

ノ
一
ヲ
占
メ　

殆
ト
（
ほ
と
ん
ど
）
銃
砲

創
患
者
総
数
ト
匹
敵
セ
リ
」
と
も
『
陸
軍

衛
生
史
』
に
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

世
間
か
ら
は
非
難
ご
う
ご
う
で
し
た
。

陸
軍
は
な
っ
て
い
な
い
、
戦
地
で
戦
っ
て

お
国
に
尽
く
し
た
結
果
な
ら
ま
だ
し
も
、

送
り
だ
し
た
兵
士
た
ち
は
病
床
に
伏
し
、

中
に
は
命
を
落
と
す
、
海
軍
に
は
問
題
が

な
い
の
に
何
を
や
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う

家
族
か
ら
の
声
で
す
。

■
麦
食
採
用
の
訓
令

　

で
は
、
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
戦
争

も
末
期
に
近
い
、
1
9
0
5
（
明
治
38
）

年
3
月
10
日
、
寺
内
陸
相
は
訓
令
を
出
し

ま
し
た
。『
出
征
部
隊
麦
飯
喫
食
ノ
訓
令
』

と
い
い
ま
す
。「
時
機
ノ
許
ス
限
リ　

主

食
日
量
精
米
四
合
挽
割
麦
二
合
ヲ
以
テ
給

ス
ル
コ
ト
ヲ
務
ム
ヘ
シ
」
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
の
訓
令
で
全
軍
に
麦
が
い
き
わ
た

る
に
は
、
お
よ
そ
1
か
月
後
の
よ
う
で
す
。

　

す
で
に
前
年
5
月
に
1
万
石
の
挽
割
麦

を
送
っ
た
と
い
う
記
録
が
経
理
長
官
部
の

記
事
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
輸
送
の
途

上
で
多
く
が
変へ

ん

敗ぱ
い

し
た
た
め
実
際
の
支
給

が
あ
っ
た
か
が
疑
問
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

3
割
の
麦
飯
混
入
は
ど
れ
ほ
ど
効
果
が

あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
現
在
の
栄
養
学
か

ら
見
る
と
、
米
4
合
麦
2
合
で
は
、
ビ
タ

ミ
ン
B
1
の
含
有
は
0
・
9
㍉
g
に
し
か

過
ぎ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

■
医
官
不
足
へ
の
批
判
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世
間
の
非
難
は
、
次
に
戦
地
の
衛
生
部

員
の
不
足
に
向
き
ま
し
た
。
戦
傷
病
者
が

ろ
く
な
治
療
も
受
け
ず
に
苦
し
ん
で
い
る

と
い
う
の
で
す
。
ど
う
し
て
大
学
の
勤
務

医
や
民
間
の
医
師
を
使
わ
な
い
の
か
と
い

う
疑
問
や
非
難
が
当
時
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら

も
出
ま
し
た
。
し
か
も
、
現
地
ル
ポ
や
帰

還
し
た
軍
人
た
ち
か
ら
も
「
入
院
患
者

6
0
0
0
人
に
対
し
て
医
官
は
7
、
8
名

に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
な
ど
と
い
う
声
も
上

が
り
ま
す
。
そ
れ
は
確
か
に
、
続
出
す
る

脚
気
患
者
が
多
す
ぎ
て
医
官
や
看
護
長
、

看
護
手
な
ど
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

興
味
深
い
私
家
版
の
日
記
が
手
元
に
あ

り
ま
す
。
著
者
の
多
田
海
造
氏
は
1
8
8 

2
（
明
治
15
）
年
1
月
に
富
山
県
の
神
職

の
家
に
生
ま
れ
、
1
9
0
0
（
明
治
33
）

年
4
月
に
東
京
私
立
慈
恵
医
院
医
学
校
に

入
学
し
ま
す
。
そ
う
し
て
翌
々
年
4
月
に

は
医
術
開
業
前
期
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
。

同
年
12
月
に
現
役
兵
と
し
て
近
衛
歩
兵
第

2
聯
隊
に
入
営
し
、
日
露
戦
争
に
は
隊
附

看
護
手
と
し
て
従
軍
し
ま
す
。
除
隊
後
に

は
私
立
日
本
医
学
校
に
入
学
し
、
1
9
1 

1
（
明
治
44
）
年
に
後
期
試
験
に
合
格
し
、

開
業
医
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
衛
師
団
へ
の
動
員
下
令
が
あ
っ
た
の

は
1
9
0
4
（
明
治
37
）
年
2
月
5
日
で

し
た
。
そ
こ
に
「
御
粗
末
な
る
臭
気
あ
る

麦
飯
は
廃
せ
ら
れ
て
雪
を
も
欺
く
如
き
米

飯
と
は
な
り
ぬ
」、
動
員
下
令
の
賜
物
な

り
と
日
記
で
は
大
喜
び
で
す
。
既
に
近
衛

師
団
で
は
、
村
井
軍
医
部
長
の
権
限
で
平

時
か
ら
評
判
が
悪
い
麦
食
が
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
近
衛
師

団
の
属
す
る
第
1
軍
兵
站
監
部
の
命
令

で
、
翌
3
月
か
ら
大
量
の
麦
を
運
ん
で
い

た
と
い
う
証
言
も
残
っ
て
い
ま
す
。
第
1

軍
の
軍
医
部
長
は
以
前
か
ら
の
麦
食
支
給

主
義
者
の
谷
口
謙
軍
医
監
で
し
た
。
谷
口

は
独
断
で
戦
地
で
の
麦
食
を
進
め
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　

近
衛
師
団
で
は
応
召
者
は
2
0
0
0
名

に
も
及
び
、
そ
の
受
け
入
れ
も
大
変
で
す
。

そ
こ
で
珍
し
い
人
物
と
再
会
し
ま
す
。「
余

の
学
友
○
○
君
（
慈
恵
医
学
校
の
同
級
生
）

輜
重
輸
卒
の
第
1
補
充
な
り
。
本
日
入
隊

す
。
君
や
来
る
4
月
を
以
て
正
に
医
師
た

ら
ん
と
す
る
の
人
」
今
や
召
集
さ
れ
て
し

ま
っ
た
か
と
彼
の
前
途
を
考
え
て
「
寒
心

に
耐
え
ず
、
我
が
身
を
思
ひ
つ
つ
只
だ
涙

の
み
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
立
の
医
学
生
に
は
徴
集
猶
予
も
あ
り

ま
せ
ん
。
体
格
も
良
く
な
い
と
な
る
と
中

等
学
校
卒
の
1
年
志
願
兵
の
手
続
き
も
せ

ず
に
戦
時
の
輜
重
輸
卒
に
割
り
振
ら
れ
て

い
た
の
で
し
ょ
う
。
す
で
に
後
期
試
験
も

合
格
し
、
あ
と
は
免
許
状
が
4
月
に
交
付

さ
れ
る
の
を
待
つ
は
ず
で
し
た
。
そ
れ
が

ろ
く
に
軍
隊
教
育
も
受
け
ず
、
戦
闘
兵
科

の
輜
重
兵
の
指
揮
を
受
け
る
だ
け
の
丸
腰

の
輸
卒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
は
日
露
戦
後
の
大
改
革
と
大
正
時

代
の
医
師
養
成
制
度
、
予
備
員
養
成
の
仕

組
み
等
を
紹
介
し
ま
す
。

■
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
神
話
を
創
り
上
げ
た
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
の
学
び
か
ら
感
じ
る
ア
メ
リ

カ
の
価
値
観

　

新
学
期
が
始
ま
り
、
西
洋
美
術
史
の
授

業
で
「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
神
話
（M

yth of 
Venice

）」
と
呼
ば
れ
る
概
念
を
学
び
ま
し

た
。
こ
こ
で
い
う
神
話
と
は
、
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
神
話
や
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
よ
う
な
古

代
の
人
間
の
想
像
力
に
よ
っ
て
育
ま
れ
た

神
々
の
物
語
と
は
少
し
異
な
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
何
か
月
も
か
け
て
こ
の
概
念

を
よ
り
深
く
学
ん
で
い
く
た
め
、
ま
だ
私

も
は
っ
き
り
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
自
分
の
理
解
の
た

め
に
も
、
こ
の
概
念
が
何
を
指
す
の
か
、

現
段
階
で
の
理
解
を
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
書
か
せ
て
い
た
だ
く
と
、
ど
う
や
ら
、

集
合
的
に
理
想
の
姿
を
抱
き
、
そ
れ
に
合

う
よ
う
な
伝
説
的
な
存
在
を
借
用
す
る
こ

と
で
、
内
外
の
人
が
抱
く
イ
メ
ー
ジ
を
自

分
た
ち
が
思
う
よ
う
に
誘
導
し
た
都
市
と

し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
こ
と
を
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
神
話
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。

　

最
初
の
何
日
か
は
、
主
体
的
に
築
き
上

げ
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
は
、
随
所
に
神
話

や
聖
書
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
散
り
ば
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
聖
マ
ル
コ
の
聖
遺
物
と
さ
れ

る
も
の
を
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
商
人
が
盗
ん
で

以
来
、
こ
の
都
市
の
象
徴
の
一
つ
と
し
て
、

か
の
聖
人
の
名
を
冠
し
た
サ
ン
・
マ
ル
コ

寺
院
を
建
て
た
り
、
聖
マ
ル
コ
と
結
び
付

け
ら
れ
る
翼
が
生
え
た
ラ
イ
オ
ン
が
「
ヴ
ェ

ネ
ツ
ィ
ア
の
獅
子
」
と
い
う
呼
び
名
が
つ

く
ほ
ど
街
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
登
場
す
る

こ
と
。
支
配
者
で
あ
る
ド
ー
ジ
ェ
（
総
督
）

の
館
と
、
政
庁
を
兼
ね
た
ド
ゥ
カ
ー
レ
宮

殿
の
主
門
の
上
に
は
、
正
義
を
擬
人
化
し

た
剣
と
天
秤
を
持
つ
、
正
義
の
女
神
の
よ

う
な
女
性
像
が
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
他

に
も
ま
だ
ま
だ
同
様
の
モ
チ
ー
フ
が
、
装

飾
や
像
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
使
わ

れ
て
い
る
よ
う
で
、
授
業
が
始
ま
っ
て
3

豆
の
町
（
ビ
ー
ン
タ
ウ
ン
）
か
ら

　

こ
ん
に
ち
は
（
第
12
回
）

会
員
家
族　

住
井　

円
香




